
 

 

 

 

 

 

 夏休みには第 1回進路保護者研修会がありました。御参加いただいた保護者の皆様、御多用の中ありがと

うございました。支援部進路担当は、進路行事のほか、地域の施設や支援機関等、進路に関する情報提供

も行っております。不安なことや質問がありましたら気軽に御相談ください。 

今回の進路指導だよりでは、６年生の進路見学の報告、第 1 回進路保護者研修会のアンケートまとめ、中

学部作業学習の様子と今後の進路行事の予定をお伝えします。 

◎小６進路見学報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎第 1回進路保護者研修会 

 8 月 26 日（火）の進路保護者研修会では、八王子市内の事業所を見学してきました。仕事の様子や施設

の雰囲気は、実際に見てより詳しく分かることがあり、将来の進路先を検討する上でとても良い機会となりまし

た。 

以下、参加された方のアンケートをまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他にも、たくさんの御感想をいただきました。アンケートへの御協力ありがとうございました。 

12月 5日には、本校で第 2回進路保護者研修会を予定しております。進路指導の概要や高等部卒業後

の動向について講演をいたしますので、是非御参加ください。 

より多くの方が参加できるよう、来年度も事業所見学を実施いたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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 5月 29日に小学部 6年生の進路見学があり、地域で働く人を知ろうというねらいで、八王子警察署と八王子福

祉作業所に行ってきました。 

 八王子警察署では、警視庁マスコットのピーポ君が見守る中、パトカーや白バイの乗車体験をしました。また、白

バイに乗るお巡りさんに警察官になって嬉しいことは？などの質問を練習したとおりにすることができました。 

 八王子福祉作業所では、利用者の皆さんが外注の封入作業に取り組む姿を見学しました。八特の先輩でもある

卒業生が仕事について説明をして下さり、静かに聞くことができて、６年生らしさを感じることができました。今回の

見学を通して、働くこと、仕事について少し意識をもてればと思います。２学期には、紙のリサイクルの仕事に 6 年

生全員で取り組みます。ぜひ、この進路見学の経験を活かしましょう。 

・1日の流れや工賃の出し方など、施設によって全く違うことを知り、大変参考になった。 

・施設全体を見ることができたので、利用者さんの過ごし方、作業をどのようにやっているのかじっくり見ること

ができた。 

・実際に作業場や休憩室など見学できたので働くことをイメージしやすかった。 

・利用者のことを考え、できることを無理なくやらせていただいて、とても良い施設だと思った。 

・小学部のうちから実際の働く現場を見学させていただくことで、先を見通した教育につなげることができること

に大変意義を感じた。 

・個別に申し込みすると制限があることもあり、なかなか容易ではないため、より多くの事業所見学が学校経

由で実施していただけるとありがたい。 

・見学が初めてだったので、それぞれの違いを比較しながら見学できたことがいい経験だった。 

 



◎中学部作業学習の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の進路行事 

児童・生徒対象 

学年 実施日 ねらい 内容 

小６ 

１月下

旬 

・中学部での作業体験を通して、作業学習のイ

メージをもつとともに、働く上での基本的な態度

（報告）について知る。 

本校中学部見学会（作業学習

の見学と体験） 

中１ 
１/28

（水） 

・高等部進学へのイメージをもつ。 八王子西特別支援学校（高等

部 1年生）見学 

中２ 

１/27

（火） 

・事業所の見学を通して「働くこと」に意識をも

つ。 

・見学にふさわしい態度やマナーを実践する。 

福祉事業所（由木かたくりの

会）見学 

中３ 

12/10

（水） 

・事業所の見学を通して、高等部卒業後の進

路について考える。 

・見学にふさわしい態度やマナーを学ぶ。 

特例子会社（コニカミノルタウィ

ズユー）見学 

1/29

（木） 

・高等部への進学の意識を高める。 

・体験を通し、働く態度（報連相、集中する、丁

寧に作業するなど）について実践する。 

八王子西特別支援学校（高等

部 2、3年生）作業学習体験 

 

【中 1】 

中学部１年生の作業は「手工芸（ビーズ製品）」です。様々な大きさ、色のビーズを仕分けてパックに入れ、ナイ

ロンの紐に通してブレスレットやネックレス（ネームホルダー）を作ります。直線的に通すだけでなくて交互に通すこと

で立体的な製品（オーナメント等）を作ったり、ウッドビーズと革ひもを使ってキーホルダーを作ったりもしています。

見本をもとにした製品とともに、生徒たちが自分なりに選んだ色やパターンで作られた製品があります。組み合わせ

の面白さはビーズ製品ならではです。富士森祭の販売の時には１年生全員が集中して製作したビーズ製品をぜひ

御覧ください。 

 

【中 2】 

中学部２学年の作業は「レザークラフト（革製品作り）」です。昨年の手工芸（ビーズ）では、一人一人の個人が

出来上がりまで一つの製品を仕上げていましたが、今年の作業では、「切る」「染色」「なめす」など、いくつかの作

業工程を班ごとで取り組んでいきます。工程によっては、決まった時間作業し続けるなど、忍耐力が必要な作業

ですが繰り返し取り組むことで、休むことなく活動することができるようになってきました。１つ１つ風合いの違った製

品はとても味わい深く、世界に１つしかないオリジナルの製品です。富士森祭で販売をいたしますので、製品を楽

しみにしていてください。 

 

【中 3】 

中学部３年生の作業は紙工（紙漉き、紙製品製作）です。牛乳パックを作業しやすい大きさに切り、煮出し、外

側のラミネートを剥がして、さらにちぎるところまでが、紙すきの下準備です。そこから、ちぎった紙をミキサーで攪

拌し、紙漉き枠で漉き、乾燥させて、プレス機にかけるときれいな和紙が出来上がります。忍耐力、礼儀、態度に

加えて、工程を細かく区切ることで次の工程の仲間に依頼をしたり、仲間と一緒に作業確認をするなど、職場での

コミュニケーションや協力を学んでいます。富士森祭では、仲間と一緒に試行錯誤しながら、紙の色を決めたり、

漉き方を工夫したりして製作した製品を、ぜひお手に取ってみてください。 

 



保護者対象 

開催場所 日時 内容 説明 

八王子西

特別支援

学校 

10月 8日（水） 講演会 八王子西特別支援学校卒業生の保護者の

方に、進路が決定するまでの過程と卒業後

の生活についてお話をしていただきます。 

本校 １２月５日（金） 

１4時～ 

講演会 八王子西特別支援学校進路指導部 大山

果織先生をお招きし、卒業生の動向や進路

指導の概要についてお話をしていただきま

す。 

八王子西

特別支援

学校 

２月１7日（火） 

午前中 

２月１8日（水） 

午前中 

事業所説明会 八王子市内の事業所をお招きし、各ブース

に分かれて、説明を聞くことができます。事

業所の数が多いため、2 回に分けての実施

を予定しています。 

 

お知らせ 

都立南大沢学園就業技術科、都立八王子南特別支援学校職能開発科では、学校説明会を随時開催して

おります。中学校２年生以下が対象の会もあります。申し込み等詳細につきましては、各校ホームページを御

覧ください。また本校正面玄関前の掲示板にも案内が掲示してありますので、御覧ください。 


